
述べていたことが明らかとなり、なぜ共通

診断書では水俣病の診断ができないのか

を具体的に説明できませんでした。加え

て、濱田医師が「共通診断書の診察項目で

は水俣病と診断できない」と述べる最大の

根拠となっていた、感覚障害を診断するた

めの「神経学的検査チャート」について、

当初、被告らの主尋問には「検査チャート

のすべての診察項目を検査しないと水俣

病かどうかを診断することはできない」と

述べていましたが、反対尋問では、濱田医

師自身も、勤務先病院で使用しておらず、

日常診療ではその診察項目が省略される

ことの方が多いことを認めました。そのこ

とから、「神経学的検査チャート」に記載さ

れたすべての項目の検査を行われなくて

も正しく疾患を診断できることを明らか

にすることに成功しました。 
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１０月３０日、熊本訴訟において、被告

らが、「臨床神経学（脳神経内科学）の専

門家」として尋問を申請した、濱田陸三医

師（公益財団法人 慈愛会 今村総合病院）

の尋問が行われました。 

門前集会では、森正直原告団長が、尋

問に向けての決意を語り、「最後までと

もに頑張りましょう。」と連帯を強める

よう挨拶しました。寺内大介熊本弁護団

事務局長は、「原告ら側で証言してくだ

さった高岡滋医師と津田敏秀医師は、

『不知火海で魚を毎日食べて、手足に感

覚障害がある人は水俣病と診断してい

い』と専門家の立場から話してもらっ

た。今日から国側が申請した専門家証

人。この尋問で国側の主張に根拠がない

と明らかにしたい。みんなの力で頑張り

ましょう。」と発言しました。 

実際の尋問では、濱田医師は、確か

に、昭和年代の一定時期に、医師として

水俣病の研究に携わったり、公健法で認

定されるほどの重度の水俣病患者を診察

や診断したことはあるものの、平成に入

ってはほとんど研究をしていないことが

明らかになりました。 

さらに、濱田医師は、水俣病と診断す

るための具体的な診断基準を持たないま

ま、「原告らの共通診断書の診察項目で

は水俣病と診断できない」という意見を 

被告ら申請の濱田陸三医師の反対尋問に成功！ 

【報告集会で、原告・支援者らに期日の報告をする 

園田昭人弁護団長】 

】 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての水俣病被害者救済に向けて 

ノーモア・ミナマタ第２次訴訟弁護団は、すべての水俣病被害者救済を目指しています。 

みなさんの周りに、水俣病の被害者でありながら未だ救済を受けていないという方はいらっし

ゃいませんか。裁判に関心はあるが、なかなか裁判について話を聞く機会がないという方は、下

記連絡先までご連絡ください。また、県外に移住して、現在は、近畿、関東などに住んでいる親

類やご友人にもお声掛けをお願いします。すべての水俣病被害者救済に向けて頑張りましょう。 

（連絡先） ノーモア・ミナマタ第２次訴訟弁護団 

       〒862-0971 熊本市中央区大江 5丁目 16-1 

マルダイビル 1階 たんぽぽ法律事務所内（担当 広瀬） 

        電話 096-247-6185 ＦＡＸ 096-247-6186 

        ＨＰ http://www.no-more-minamata.jp/ 

【今後の予定】 

１２月 ４日 熊本訴訟中村好一医師 証人尋問 

１２月１６日 近畿訴訟津田敏秀医師 証人尋問 

１月２９日 東京訴訟 (民事10 部)更新弁論 

２月１０日 近畿訴訟中村好一医師 証人尋問 

3月10日 近畿訴訟上野眞也教授 証人尋問 

＊とある弁護団員のヒトリゴト＊ 

今年は、年明けから新型コロナウイルス感染症の

全世界的な広まりを受け、私たちの裁判も、裁判期

日が取り消されるなどの影響を受けました。原告の

皆さんたちとも会えない日々が続きました。皆さん

も、感染症対策を徹底していただくと共に、私たち

の裁判に対する団結を、今一度互いに確認しあいた

いと思っています。（熊本弁護団・藤井祥子） 

 

 

 

 

近畿訴訟でも被告ら申請証人の反対尋問に成功！ 

【松浦医師尋問期日の後に、報告集会での団結ガンバローの様子】 

１０月９日、近畿訴訟第２４回期日

がありました。今回は、被告側の証人で

ある松浦英治医師（鹿児島大学大学院

脳神経内科・老年病学准教授）に対する

主尋問、反対尋問が行われました。 

被告側は「同証人は、神経内科学を専

門とし、診療、研究、教育に従事してき

た者である。同証人により、水俣病の病

像、器質性疾患と非器質性疾患の鑑別

及び神経学的診察の在り方などを立証

する」としていました。しかし、原告ら

弁護団は、中島宏治弁護士、福本富男弁

護士、片山直弥弁護士が「水俣病の診断 

基準や病像をどう理解しているのか」「自身

が意見書を書くにあたって、どれほど原告

の共通診断書を検討したのか」などについ

て鋭く反対尋問をしたことで、松浦医師は、

水俣病について専門的に研究したことはな

く、水俣病患者もほとんど診たことはない

ことが明らかになりました。 


